
シラバス（授業内容）

インナービューティ科　2年

アロマ&セラピスト専攻



クラス名

前期 15　時間 後期 30　時間 1年合計単位 45　時間

前期 15　時間 後期 − ２年合計単位 15　時間

実務経験 −

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
図及び図形を活用した文書を作成することができる。
作表スキルの習得と、データを扱うための力を身に付ける。
プレゼン資料を作成できる。

シラバス（授業内容）

科目名 ITコミュニケーション P2C

1年単位

２年単位

担当講師

田中　みゆき

企業研修や大学での授業経験をもとに、企業のニーズに応えられるよう
指導を行う。

目的及び概要
現代社会においてはパソコンが使えるだけでなくパソコンを活用できる能力が必要とされています。
1年次で学んだ基礎技能の復習を行いながら、Word、Excel、PowerPointの応用的な機能を学習します。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 Office2016(実教出版）

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 お礼状の作成 Word　お礼状の作成

２ 画像の編集と加工 Word　Officeのフォトレタッチ機能

３ 図の挿入と図形の活用 Word　図の挿入と図形の活用

４ PowerPoint復習 PowerPoint復習

５ ノートの活用と印刷 PowerPoint　ノートの活用と印刷

６ プレゼン作成 PowerPoint　プレゼンテーション資料の作成

７ プレゼン作成 PowerPoint　プレゼンテーション資料の作成

８ プレゼン作成 PowerPoint　プレゼンテーション資料の作成

９ 作表とワークシートの操作 Excel　オートフィルの復習、ワークシートの操作

１０ 予約表の作成 Excel　予約表の作成

１１ グラフ機能 Excel　グラフ機能

１２ データベース機能 Excel　データベース機能

１３ 試験対策 Excel　試験対策

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１４ 期末試験 Excel　期末試験

１５ 期末試験の解説 期末試験の解説と前期の振返り

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 教科書、クリアファイル、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 15　時間 後期 15　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
・社会に出てから起こるさまざまな対人トラブルによる離職等を防ぐ
・グループワークを通じて協調性や発信力、傾聴力を鍛える
・様々なタイプの人間がいることを知り、それぞれに対応できる接客スキルを考える

シラバス（授業内容）

科目名 フレッシャーズスキル P2C

1年単位

２年単位

担当講師

宮﨑　愛子

老舗専門結婚式場へ勤務。新規から施行まで約４００組の結婚式をプロデュー
ス。
社会人経験で得た課題対応能力やキャリアプランニング能力を伝えていく。

目的及び概要
1年後の就職を控え、社会人としての準備をしていく必要がある。前期では「社会に出る前のメンタル強化」を目標にし、
自身のストレスコントロール力、良好な人間関係の築き方、対人トラブルの対処法などを学ぶ。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 オリエンテーション 授業の目的と狙い・講師紹介と学生自己紹介

２ 働くことの意味について考える 学ぶこと・働くことの意義や役割を考えよう

３
ストレスコントロール術

そもそもストレスとは？脳とストレスの関係

４ ストレスの受け取り方・受け流し方を知ろう

５

アンガーマネジメント

「怒り」の感情の正体とは

６ 怒り感情のコントロール方法（自己理解）

７ 怒り感情との向き合い方・対処法（他者理解）

８ クレーム対応／クレームの考え方

１１

キャリアデザイン

未来の自分を想像する／中長期的な目標設定

１２ PREP法で伝えよう

９
Highly Sensitive Personについて

Highly Sensitive Personについて(HSP・HSS診断テスト）

１０ HSS・HSPとの付き合い方、接し方

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１３ 個々の発表

１４ 試験 期末試験

１５ 試験解説・まとめ 期末試験解説

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 なし

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 15　時間 後期 15　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
・社会に出てから起こるさまざまな対人トラブルによる離職等を防ぐ
・グループワークを通じて協調性や発信力、傾聴力を鍛える
・様々なタイプの人間がいることを知り、それぞれに対応できる接客スキルを考える

シラバス（授業内容）

科目名 フレッシャーズスキル P2C

1年単位

２年単位

担当講師

宮﨑　愛子

老舗専門結婚式場へ勤務。新規から施行まで約４００組の結婚式をプロデュー
ス。
社会人経験で得た課題対応能力やキャリアプランニング能力を伝えていく。

目的及び概要
1年後の就職を控え、社会人としての準備をしていく必要がある。前期では「社会に出る前のメンタル強化」を目標にし、
自身のストレスコントロール力、良好な人間関係の築き方、対人トラブルの対処法などを学ぶ。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1

できるビジネスパーソン

マナーを身につけ、今から実践する意味を考えよう

２ 上品さとは？好感を持たれる”見た目・ふるまい・話し方”①

３ 上品さとは？好感を持たれる”見た目・ふるまい・話し方”②

４

傾聴力／雑談力

新社会人に必要なのは傾聴力「聴く力の重要性」

５ 雑談力を鍛えよう「人間関係がよくなる雑談の心構え」

６ 傾聴力と雑談力を伸ばそう

９

新入社員の自己紹介

第一印象の重要性「自己紹介の目的、ルール、伝えるべきこと」①

１０ 第一印象の重要性「自己紹介の目的、ルール、伝えるべきこと」②

７
アサーティブコミュニケーション

アサーティブの基本／自己表現タイプと心理的ポジション

８ アサーティブに表現する

１１ 相手の心に届く自己紹介を考えよう

１２ 新社会人になった気持ちで自己紹介をしてみよう

１３ ２年間の総まとめ 大切な人に”ありがとう”を伝える

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１４ 試験（対面） 後期 期末試験

１５ 試験解説・まとめ（対面） 試験解説・まとめ

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 なし

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 15　時間 後期 15　時間 1年合計単位 30　時間

前期 15　時間 後期 − ２年合計単位 15　時間

実務経験 −

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 就職活動、社会人としての理解を深める

シラバス（授業内容）

科目名 就職ガイド P2C

1年単位

２年単位

担当講師

安藤　恵

人事教育担当として、企業の採用や学校等で就職活動についてセミナー
を担当。新入社員研修の経験を活かして学生指導やサポートを行う。

目的及び概要
就職活動で必要な知識の習得を行い実践で活かせるようにサポートします。
また、社会人で必要な年間行事マナーを理解し、「働く」ことについて将来の
キャリアデザインを考え、卒業後に備えます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1

面接練習

就職活動進捗確認・面接練習

２ 面接練習

３ 面接練習

６
ディスカッション

グループディスカッション対策

７ グループディスカッション練習

４
一般常識

SPI・GAB対策

５ 適性検査・一般常識対策

１２ サービス接遇 サービスマナー・慣用句

８ 社会人とは 新社会人に求められるもの

９ ビジネスマナー ビジネスマナーがなぜ必要か

１０
コミュニケーション

コミュニケーションの種類～ノンバーバル～

１１ コミュニケーションの種類～バーバル～

１３ 働くことの意義 ○○○で働くことの意義

１４ 期末テスト 期末テスト

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

１５ モチベーションコントロール モチベーションアップから得られるもの

初回持ち物 筆記用具・就職ファイル



クラス名

前期 15　時間 後期 15　時間 1年合計単位 30　時間

前期 15　時間 後期 15　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 -

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 就職活動、社会人としての理解を深める

シラバス（授業内容）

科目名 イベントプロモーション P2C

1年単位

２年単位

担当講師

担任

-

目的及び概要
学校生活や学校行事を通して、人間関係を形成し学校での集団行動やチームワークなどを深める。
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度をこの授業育てる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３
4/12（水）

各目標決め クラス目標／個人目標／リーダー・サブ決め／SAM選出

コミュニケーションスキル① 自分・みんなの印象

コミュニケーションスキル② マシュマロチャレンジ

４－８
９/８（金）

スポーツ大会
出場競技決め

ルール説明・確認

学園祭①
（１・２年生合同）

学園祭：出店概要、希望使用教室について
各担当、内容決め

貸出備品リスト作成／購入予定リスト作成
アンケート

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

９－１１
９/１１（月）

学園祭②

学園祭準備

接客マニュアル（流れ）、技術マニュアル、メニュー

作成物（看板、ビビットビューアー、チラシ、予約表、予約カード等）

１２－１５ スポーツ大会 スポーツ大会本番

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 筆記用具、AIEノート

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 15　時間 後期 15　時間 1年合計単位 30　時間

前期 15　時間 後期 15　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 -

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト

〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 就職活動、社会人としての理解を深める

シラバス（授業内容）

科目名 イベントプロモーション P2C

1年単位

２年単位

担当講師

担任

-

目的及び概要
学校生活や学校行事を通して、人間関係を形成し学校での集団行動やチームワークなどを深める。
協力してよりよい学校生活を築こうとする自主的、実践的な態度をこの授業育てる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３
11/1(水)

学園祭準備 設営、リハーサル

４－６
11/2(木)

学園祭① 学園祭当日

７－９
11/3(金)

学園祭② 学園祭当日

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１０－１２
2/27(火)

FUS準備 FUSリハーサル

１３－１５
2/28(水)

FUS FUS本番

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 筆記用具、AIEノート

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 15　時間 後期 − ２年合計単位 15　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 社会の常識と法律を学ぶことで、接客業で生かせるようにすることと、検定も合格すること

シラバス（授業内容）

科目名 サロンマネジメント&法規 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの実務経
験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 会社の経営と接客方針に対して学び、法律を理解すること

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 サロンマネジメント＆法規

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 サロンの経営とは 業界の役割

２ やりがいのある仕事とは 美容の業務・内容

３ サロン業務 クレーム対応とサービス業

４ 能力評価 経営者と雇用される側

５ 業界の成長 業界の発展・問題集

６ 法律関連の話 関連法規とは何か

７ 施術に関する法律 施術・化粧品・食品に関する法律

８ 契約と民法 消費者基本法・契約法

９ 特定商取引とは 特定商取引とは

１０ 分割払いとクレジット 分割について・支払方法・キャッシュレス

１１ 個人情報保護法 会社の守るべきもの＆個人のSNS運用

１２ 自主基準とは 国家資格でない法律の基準について

１３ 問題集 テスト対策

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１４ テスト 期末テスト

１５ 返却 解説とまとめ

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 サロンマネジメント＆法規の教科書

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 15　時間 後期 − ２年合計単位 15　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 機械の使用の原理を理解し、検定試験の問題を習得すること

シラバス（授業内容）

科目名 電気機器学&美容脱毛学 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で有機化学専攻後、化粧品会社・エステサロンの実務経
験を経てエステサロン・化粧品会社設立

目的及び概要 電気に関して理解することで、美容機械に対する知識を深める。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 電気学と脱毛学

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1 電気学とは 電気機器学とは

２ エステティック機器 施術用機器

３ 電気の原理 電気の基礎知識

４ 身体と電気の関係 エステ利用の電気について

５ 問題集 センター試験の問題

６ 脱毛学について 脱毛の歴史

７ 脱毛学概論 脱毛法の分類

８ 毛髪概論 毛とホルモン

９ 病気と脱毛 血液感染など

１０ 衛生管理 衛生管理・滅菌・消毒

１１ カウンセリング カウンセリングの盲点と要点

１２ ワックス脱毛 施術方法の分類

１３ 問題集 センター試験の問題

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

１４ テスト 期末テスト

１５ 返却 解説

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 電気機器学の教科書

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 − 後期 30　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
将来、経営者の心理も理解し、人気のある素敵なビューティーアドバイザーになる第一歩が目標とな
ります。

シラバス（授業内容）

科目名 販売心理学 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

吉田　里子

理系大学で販売心理学を習得・その後の会社内でも通信教育を続
け高い実績がある

目的及び概要
自分が大切にしたいお客様に満足していただくということは、どういうことでしょう。お客様の心理を学
び、素敵な接客ができるようになることが目的です。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 授業内容詳細

1・２ 導入 販売心理学とは・接客に必要なもの

３・４ 常識とは  満足と不満足・常識と非常識

５・６ 小物と心理 財布の持つ価値観と開け方

７・８ 色の歴史 色によるイメージ支配とコントロール

９・１０ 季節の売り上げ 季節と限定商品

１１・１２ 女性脳・男性脳 女性脳と男性脳の購買意欲の違い

１３・１４ 経営者の考え方 求人と店のアニュアル・正社員について

１５・１６ 営業の基本・ディスプレイについて 儲かる店の法則とは

１７・２８ 説得から納得へのトーク 評判は他人目線・話し方で売り上げは変わること

２９・２０ 人間観察 自分をどう見せるか・見られるか

２１・２２ プレゼンテーション クロージングの仕方・コスパ

２３・２４ プレゼンテーション実演 好きなものをクラスメイトに紹介する①

２５・２６ プレゼンテーション実演 好きなものをクラスメイトに紹介する②

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末試験 テスト

２９・３０ 解説とまとめ 返却と説明

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 筆記用具・ノート又はルーズリーフ

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 45　時間 後期 − ２年合計単位 45　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 ボディ・フェイシャル機器・様々なパック類・マッサージを学び、お客様に合わせたコースをプランニングする。

シラバス（授業内容）

科目名 エステティック実技 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

菊谷　未歩

エステティシャンやインストラクターの経験をもとに基礎的な技術と知識・
カウンセリング力や接客接遇マナーを指導する。

目的及び概要
エステティックサロンで使用されている様々なボディ機器やフェイシャル機器・パック・オプションなどの知識・技
術を勉強していきます。更にカウンセリング力・分析力の向上をし、お客様にあったコース・化粧品の選択が
出来るようにしていきます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 フェイシャル実技理論・ボディ実技理論

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３ シラバスについて
シラバスについて・メジャーリング（採寸）/理想のサイズ計算・スリミング
マッサージ

４－６ 低周波機器 低周波機器理論＆実技練習

７－９ 超音波機器 超音波実技練習＆マッサージ

１０－１２ バイブレーション機器 バイブレーション機器理論＆実技練習＆マッサージ

１３－１５

フェイシャル

フェイシャル実技・ゴマージュリス・ピールオフパック

１６－１８ フェイシャル実技・マッサージ・石膏パック

１９－２１ フェイシャル実技・超音波・ジェルパック

２２－２４ フェイシャルプランニング モデルに合わせたコースプランニング

２５－２７ ボディカウンセリング カウンセリング練習・マッサージ＆ラッピング

２８－３０

プランニング
いろいろなお悩みに合わせたコースプランニング３１－３３

３４－３６

３７－３９ 期末練習

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

４０－４２ 期末テスト 期末テスト

４３－４５ お楽しみ授業 期末テストフィードバック＆お楽しみ授業

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
□筆記用具（色ペン含）　□メモ帳　□ローブ　　□シーツ　　□茶色のタオル７枚

□タイマー　□ビニール袋　□実技ファイル　□タオルハンカチ又はハンドタオル　□ボディ実技理論教科書
□キャミソールとくつ下　※着用してくること　□黒パン（採寸をするので脱げる様な格好）

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 60　時間 ２年合計単位 120　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
様々な技術の体感や実践を通してそのお客様の身体やお肌に合ったコースのプラン二ングが立てられるよう
にすること。

シラバス（授業内容）

科目名 スパトリートメント P2C

1年単位

２年単位

担当講師

石毛　彩花

現在までのサロン経験を元に、お客様に合ったさまざまな施術や対応を
伝え習得していく。

目的及び概要
ロミロミや、ホットストーンなど、エステティック技術の応用となる技術を習得していきます。酔うような技術の体
感や実践を通して、お客様にあわせたｺｰｽの提案が出来るように学習します。
【後期】アロママッサージやタイ古式のようなマッサージなども行い、さらに知識を高めていきます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４ オリエンテーション　/　ロミロミデモ 授業説明　/　ロミロミデモ(背面)　/　技術練習

５－８

ロミロミ技術練習/オプション練習

足湯　/　ロミロミ練習

９－１２ かっさ　/　ロミロミ練習

１３－１６ ホットストーン　/　ロミロミ練習

１７－２０
体感チェック ロミロミ体感チェック　/　技術練習

２１－２４

２５－２８ サロン運営に向けて技術向上 背面通し練習　(サロン運営練習)

２９－３２ ロミロミデモ　(表面) ロミロミデモ(表面)　/　技術練習

３３－３６

ロミロミ技術練習/オプション練習

ロミロミ表　技術練習

３７－４０ バンテージ　/　ロミロミ練習

４１－４４ カッピング　/　ロミロミ練習

４５－４８

期末試験対策

ロミロミマッサージ&モデルに合わせたオプション選択

４９－５２ ロミロミマッサージ&モデルに合わせたオプション選択

５３－５６ 期末試験練習

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

５７－６０ 期末試験 期末試験

初回持ち物
実技ファイル、メモ帳、筆記用具、タイマー、ハンカチ、ビニール袋
シーツ、ローブ、タオル5枚、ホットタオル3本
※制服：ギャルソン、髪型：お団子(お辞儀した際、髪の毛落ちてこないようにまとめる)一本縛りNG。夜会でも可



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 60　時間 ２年合計単位 120　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
様々な技術の体感や実践を通してそのお客様の身体やお肌に合ったコースのプラン二ングが立てられるよう
にすること。

シラバス（授業内容）

科目名 スパトリートメント P2C

1年単位

２年単位

担当講師

エステ担当講師

現在までのサロン経験を元に、お客様に合ったさまざまな施術や対応を
伝え習得していく。

目的及び概要
ロミロミや、ホットストーンなど、エステティック技術の応用となる技術を習得していきます。酔うような技術の体
感や実践を通して、お客様にあわせたｺｰｽの提案が出来るように学習します。
【後期】アロママッサージやタイ古式のようなマッサージなども行い、さらに知識を高めていきます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４
オリエンテーション
タイ古式マッサージ

タイ古式マッサージデモ

５－８

タイ古式マッサージ

タイ古式マッサージ練習①

９－１２ タイ古式マッサージ練習②

１３－１６ タイ古式マッサージ練習③

１７－２０ 体感チェック 体感チェック

２１－２４ アロママッサージ アロママッサージ①

２５－２８ アロママッサージ アロママッサージ②

２９－３２

フェイシャル

クレンジング、フェイシャルマッサージ新手技練習、タラソＰ

３３－３６ クレンジング、フェイシャルマッサージ、超音波、ピールオフＰ

３７－４０ クレンジング、フェイシャルマッサージ、ストーン練習

４１－４４ クレンジング、Ｄクレ【選択】、マッサージ、ストーン、ピールオフＰ

４５－４８ クレンジング、Ｄクレ【選択】、マッサージ、機器【選択】、石膏Ｐ

４９－５２ プランニング

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

５３－５６ 期末試験 期末試験

５７－６０ お楽しみ授業 お楽しみ授業

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 45　時間 後期 45　時間 ２年合計単位 90　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 サロン運営にて、お客様に提供できる知識と技術を学んでいきます。

シラバス（授業内容）

科目名 ボディリラクゼーション P2C

1年単位

２年単位

担当講師

葛巻　健太郎

実務経験15年。現場経験をもとに就職後に通用する確かな技術と知識を
身につけていただけるよう指導する。

目的及び概要

手指を用いて「なでる」「押す」などの手法で首、肩、腰などの凝りや筋肉の硬直をほぐし、血行を良くする技術
を学びます。
血行を良くすることで心と体の疲労を改善していく手技を習得しお客様に披露できる技術と知識を学んでいき
ます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３

身体の仕組み
各部所ボディケア

について

体感、歪み検査　　手技技法（掌圧、叩打、はく打）

４－６ ボディケア　　　腰ほぐし・臨床

７－９ ボディケア　　　肩ほぐし・臨床

１０－１２ ボディケア　　　　脚ほぐし・臨床

１３－１５

ボディケアについて
基本実技練習・マッサージ効果

ボディケア実技

全身ほぐし
（背中～脚まで）

ストレッチ（肩）

臨床

１６－１８

１９－２１

２２－２４

２５－２７

２８－３０

３１－３３ 臨床学・実技 頭痛について・対処方法

３４－３６ 臨床学・実技 腰痛について・対処方法

３７－３９ 臨床学・実技 肩こりについて・対処方法

４０－４２ 期末テスト 期末テスト

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

４３－４５ 振り返り 前期振り返り

初回持ち物 筆記用具・服装はギャルソン・髪が束ねること・アクセサリーなし



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 45　時間 後期 45　時間 ２年合計単位 90　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 サロン運営にて、お客様に提供できる知識と技術を学んでいきます。

シラバス（授業内容）

科目名 ボディリラクゼーション P2C

1年単位

２年単位

担当講師

葛巻　健太郎

実務経験15年。現場経験をもとに就職後に通用する確かな技術と知識を
身につけていただけるよう指導する。

目的及び概要

手指を用いて「なでる」「押す」などの手法で首、肩、腰などの凝りや筋肉の硬直をほぐし、血行を良くする技術
を学びます。
血行を良くすることで心と体の疲労を改善していく手技を習得しお客様に披露できる技術と知識を学んでいき
ます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－３

身体の仕組み
各部所ボディケア

について

体感、歪み検査　　手技技法（掌圧、叩打、はく打）

４－６ ボディケア　　　腰ほぐし・臨床

７－９ ボディケア　　　肩ほぐし・臨床

１０－１２ ボディケア　　　　脚ほぐし・臨床

１３－１５

ボディケアについて
基本実技練習・マッサージ効果

ボディケア実技

全身ほぐし
（背中～脚まで）

ストレッチ（肩）

臨床

１６－１８

１９－２１

２２－２４

２５－２７

２８－３０

３１－３３ 臨床学・実技 頭痛について・対処方法

３４－３６ 臨床学・実技 腰痛について・対処方法

３７－３９ 臨床学・実技 肩こりについて・対処方法

４０－４２ 期末テスト 期末テスト

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

４３－４５ 振り返り 前期振り返り

初回持ち物 筆記用具・服装はギャルソン・髪が束ねること・アクセサリーなし



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 75　時間 ２年合計単位 135　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 サロン運営の成功・実践力をつける・接客力スキルの向上

シラバス（授業内容）

科目名 リラクゼーションサロン P2C

1年単位

２年単位

担当講師

平手　奈々・鮎川　静菜

エステティシャン・セラピストの経験をもとに卒業後、即戦力となれる様、
技術と知識・カウンセリング力や接客接遇マナーの応用を指導する事が
できる。

目的及び概要
学内サロン運営を目標に、様々な技術習得をしていき、接客スキルを磨きます。
定期的に一般のお客様をお呼びし、運営を通して技術力と接客力の向上を目指します。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４ カウンセリングについて カウンセリングとは

５－８ サロン運営について 内装や内容について

９－１２ 技術練習 内装について+技術練習

１３－１６ 通し練習（リハーサル） 技術練習

１７－２０ 最終調整 リハーサル

２１－２４ 運営（サロン①） 技術練習・最終確認

２５－２８ 反省・サンクスレター 技術提供本番➀

２９－３２ ｴｽﾃｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ エステグランプリにて研修

３３－３６ 最終調整 アロマ講座・技術　リハーサル

３７－４０ 運営（技術+アロマ講座➀） 技術提供+アロマ講座本番②

４１－４４
反省・サンクスレター・次回最終調

整
反省・サンクスレター作成・次回の最終調整

４５－４８ 運営（サロン②） 技術提供+アロマ講座本番③

４９－５２
反省・サンクスレター・次回最終調

整
反省・サンクスレター作成・次回の最終調整

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

５３－５６ 運営（技術+アロマ講座②） 技術提供+アロマ講座本番④

５７－６０ 前期反省・サンクスレター 反省

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
A4のプリントが入るファイル・筆記用具
服装…初回のみ私服可

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 75　時間 ２年合計単位 135　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 サロン運営の成功・実践力をつける・接客力スキルの向上

シラバス（授業内容）

科目名 リラクゼーションサロン P2C

1年単位

２年単位

担当講師

平手　奈々・鮎川　静菜

エステティシャン・セラピストの経験をもとに卒業後、即戦力となれる様、
技術と知識・カウンセリング力や接客接遇マナーの応用を指導する事が
できる。

目的及び概要
学内サロン運営を目標に、様々な技術習得をしていき、接客スキルを磨きます。
定期的に一般のお客様をお呼びし、運営を通して技術力と接客力の向上を目指します。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

２１－２５
リハーサル リハーサル

２６－３０

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1－５ スケジュール確認打ち合わせ サロン運営について・各担当を決定する・シフト作成

６－１０

サロン運営準備
技術向上

各担当に分かれて作成物準備
内容共有・技術練習

１１－１５

１６－２０

３１－３５ 運営準備・技術向上 運営準備・技術向上

３６－４０ サロン運営 サロン運営本番①

４１－４５ 反省 反省・修正

４６－５０
サロン運営

サロン運営本日②

５１－５５ サロン運営本番③

５６－６０ 反省 反省・修正

６１－６５
サロン運営本番

サロン運営本番④

６６－７０ サロン運営本番⑤

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

７１－７５ まとめ お楽しみ授業

初回持ち物 筆記用具・サロン運営ファイル



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 30　時間 後期 30　時間 ２年合計単位 60　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
２年後期のレクチャー試験に備え発表する機会を設け、クライアント様や職場においても自信をもってアロマセ
ラピーの役立て方などもお伝えできる人材を養います。　クラフトの種類も自主的に（グループワークで）アレン
ジする等、クリエイティブな質の向上を目指します。

シラバス（授業内容）

科目名 アロマセラピー P2C

1年単位

２年単位

担当講師

安齋　孝子

アロマコーディネーター協会認定加盟校講師・同時にサロン経営15年の
経験をもとにセラピストとして必要な知識、接客のポイントを現場のニー
ズに沿って指導する。

目的及び概要
体感→理解へと導きます。アロマ認定資格は既に取得している為、随時基礎知識の再確認を行います。
ケーススタディからアロマカウンセリングスキルの向上やブレンドセレクトの演習をします。
※毎回香りの確認を行います。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 1年次に使用していたテキスト2冊

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２ 香りプロジェクト 構内アロマ制作　　グループワーク

３・４ 香りの探究① 各抽出部から考察した精油の可能性　グループワーク

５・６ 香りの探求② グループ発表

７・８ アロマホームケア 症状別精油の選択と使用方法①

９・１０ サロン運営対策① アロマ・カラーセラピー復習

１１・１２ サロン運営対策② 復習と実践

１３・１４ サロン運営対策③ グループ別にロープレ

１５・１６ ブレンドアレンジ 心身の状態を考慮したアロマを選び相手の化粧水を作成

１７・２８ クラフト作成 種類と作成方法・計量計算（バスボム作成）

２９・２０ 香りから受け取る印象 芳香剤・柔軟剤等　世代別に考察する（個人・企業）

２１・２２ 個人サロンについて オリジナリティー豊かなアロマブレンド＆サロンメニューの構築

２３・２４ 伝える力を養う 気になる・役に立った精油についてまとめる・発表準備

２５・２６ レクチャー実施 気になる・役に立った精油についての発表

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末試験 香りの種類を問う＆筆記試験

２９・３０ 返却 フィードバック及び後期の授業について

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 B5サイズノート（1年次の続きでよい）　筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 30　時間 後期 30　時間 ２年合計単位 60　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
２年後期のレクチャー試験に備え発表する機会を設け、クライアント様や職場においても自信をもってアロマセ
ラピーの役立て方などもお伝えできる人材を養います。　クラフトの種類も自主的に（グループワークで）アレン
ジする等、クリエイティブな質の向上を目指します。

シラバス（授業内容）

科目名 アロマセラピー P2C

1年単位

２年単位

担当講師

安齋　孝子

アロマコーディネーター協会認定加盟校講師・同時にサロン経営15年の
経験をもとにセラピストとして必要な知識、接客のポイントを現場のニー
ズに沿って指導する。

目的及び概要
体感→理解へと導きます。アロマ認定資格は既に取得している為、随時基礎知識の再確認を行います。
ケーススタディからアロマカウンセリングスキルの向上やブレンドセレクトの演習をします。
※毎回香りの確認を行います。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 指定テキスト2冊及び適宜ハンドアウトを配布

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２ ハーブの知識 アロマ・フラワーエッセンス・漢方薬の違い　ハーブティーレシピ

３・４ 香りの探求 新しい香り（精油）を知りグループ発表　※下記参照

５・６ クラフト作成 オリジナルアロマ石鹸

７・８ アロマソムリエ① 提示したアロマを言葉でわかりやすく伝える

９・１０ アロマセラピーの生理学 ホメオパシー・カウンセリングスキル①

１１・１２ 精油の化学 精油成分の考察及びトリートメントオイル作成

１３・１４ アロマトリートメントの体験 リラクゼーション系トリートメント実技（BTT技術・下肢表裏側）

１５・１６ クラフト作成 アイピロー

１７・２８ ケモタイプについて ラベンダー・ローズマリー・ユーカリ、手指消毒用スプレー作成

２９・２０ クラフト作成 保湿に役立つアロマブレンド・リップクリーム　カウンセリングスキル②

２１・２２ 自由課題（クラフト） グループ毎のクラフト作成提案と発表・基材計算手順の確認

２３・２４ 自由課題（クラフト） クラフト制作・試験対策（課題説明）

２５・２６ 実技試験 個人レクチャー（実技試験）

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 実技試験 個人レクチャー（実技試験）

２９・３０ 実技試験 個人レクチャー（実技試験）

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 アロマテキスト2冊・ノート（Ｂ５サイズ）※ルーズリーフＮＧ

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 60　時間 ２年合計単位 120　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 最終的にお客様に技術披露のできる状態が目標

シラバス（授業内容）

科目名 リフレクソロジー P2C

1年単位

２年単位

担当講師

鈴木瞳

日本ヒーリングリラクセーション協会【JHRS】認定リフレクソロジー・プロラ
イセンス実技士。実務経験を活かしてお客様にあった施術計画及び実践
ができるセラピストを育てる。

目的及び概要

リフレクソロジーの基礎理論からプロのリフレクソロジストとして通用する技術と知識を学びます。日本ヒーリングリラクセー
ション協会【JHRS】主催のリフレクソロジー・プロライセンス実技士資格試験の内容に対応した講座を学びます。人の心や
体の状態、その人を取り巻く環境にも目を向けることのできるリフレクソロジーの技術を習得し、自然治癒力を高めるサ
ポートを体感し、お客様に技術提供できるまでを目標とします。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４ リフレクソロジー/理論１/及び演習１
・リフレクソロジーの定義、基本の指使い

・リラックステクニック（オープニング）

５－８ リフレクソロジー/理論２/及び演習２  ・足の観察・テクニック（横隔膜＆ソーラープレクサス～前頚部/後頚部）

９－１２ リフレクソロジー/理論３/及び演習３  ・カウンセリング、コンサルテーション・テクニック（脳下垂体～歯/歯肉/顔/顎）

１３－１６ リフレクソロジー/理論４/及び演習４  ・効果、反応例・テクニック（リンパ（頭部/頚部）～バランス）

１７－２０ リフレクソロジー/理論５/及び演習５  ・リフレクソロジストとしての心得・リラックステクニック（肩のポイント/肩/リンパ（腋窩）～食道/気管/気管支/肺/肩）

２１－２４ リフレクソロジー/理論６/及び演習６  ・リフレクソロジーの歴史・テクニック（胸部/肋骨/リンパ/肺/上背部～上腹部）

２５－２８ 演習７  ・禁忌事項・テクニック（胆のう～膵臓のポイント/心臓（ポイント/ゾーン）～膵臓のポイント）

２９－３２ リフレクソロジー/理論７/及び演習８  ・コンディションチェックシートの充実・テクニック（下腹部/小腸～坐骨）

３３－３６ リフレクソロジー/理論８/及び演習９  ・衛生管理・テクニック（脊椎～直腸/肛門/骨盤）

３７－４０ リフレクソロジー/理論９/及び演習１０  ・栄養学と食生活・テクニック（腎臓/尿管～副腎）

４１－４４ リフレクソロジー/理論１０/及び演習１１  ・アロマテラピーの活用・テクニック（子宮/前立腺～股関節/リンパ/鼡径部/骨盤（股間））

４５－４８  リフレクソロジー　理論１１及び演習１２  ・ハーブティの活用方法・テクニック（ブースト～横隔膜＆ソーラープレクサス）

４９－５２ リフレクソロジー/理論１２/及び演習１３  ・ヒーリング音楽の活用・リラックステクニック（エンディング）

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

５３－５６ 期末テスト ・期末テスト（筆記/実技）

５７－６０ 演習14  ・期末テスト返却・ケーススタディ(コンサルテーション～足の観察～施術～所見まで行う）

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
服装はビューティープログラム同様、ギャルソン着用です
使用テキスト等は初回時に配布します。エステシーツ１枚　フェイスタオル１枚

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 60　時間 後期 60　時間 ２年合計単位 120　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 最終的にお客様に技術披露のできる状態が目標

シラバス（授業内容）

科目名 リフレクソロジー P2C

1年単位

２年単位

担当講師

鈴木瞳

日本ヒーリングリラクセーション協会【JHRS】認定リフレクソロジー・プロラ
イセンス実技士。実務経験を活かしてお客様にあった施術計画及び実践
ができるセラピストを育てる。

目的及び概要

リフレクソロジーの基礎理論からプロのリフレクソロジストとして通用する技術と知識を学びます。日本ヒーリングリラクセー
ション協会【JHRS】主催のリフレクソロジー・プロライセンス実技士資格試験の内容に対応した講座を学びます。人の心や
体の状態、その人を取り巻く環境にも目を向けることのできるリフレクソロジーの技術を習得し、自然治癒力を高めるサ
ポートを体感し、お客様に技術提供できるまでを目標とします。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 日本ヒーリングリラクゼーション協会指定テキスト/コンディションチェックシート

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

１－４

キャタピラーウォーク・
ラウンドキープ

コンディションチェックシートの向上

・統合医療としてのリフレクソロジー
・リフレクソロジー実技の完成度と高める

５－８
・不調別リフレクソロジー
・リフレクソロジー実技の完成度と高める

９－１２
・プロとして必要な生活習慣病の基礎知識（便秘）
・リフレクソロジー実技の完成度と高める

１３－１６
・プロとして必要な生活習慣病の基礎知識（高血圧）
・リフレクソロジー実技の完成度と高める

１７－２０

キャタピラーウォーク・
ラウンドキープ

コンディションチェックシートの向上

・プロとして必要な生活習慣病の基礎知識（糖尿病）
・リフレクソロジー実技の完成度と高める

２１－２４
（リフレクソロジストとしての身のこなし・表情なども、
認定試験に向けてより全体的に完成度を高める）

２５－２８
（リフレクソロジストとしての身のこなし・表情なども、
認定試験に向けてより全体的に完成度を高める）

２９－３２

４１－４４

キャタピラーウォーク・
ラウンドキープ

コンディションチェックシートの向上

認定試験 学科・実技試験対策

４５－４８ 認定試験 学科・実技試験対策

授業内テスト（学科・実技）

３３－３６ ハンドリフレクソロジー/オイルトリートメント

３７－４０ 実技演習・クライアントの体調に合わせた施術計画～実践～アドバイスまで

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

４９－５２ 認定試験 学科・実技試験対策

５３－５６ 認定試験 学科・実技試験対策

５７－６０ 認定試験・実技試験

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
実技授業の準備、

日本ヒーリングリラクゼーション協会指定テキスト及びコンディションチェックシート

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 30　時間 後期 30　時間 ２年合計単位 60　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 ピラティスのポーズを体得、解剖学などの会得、基本的な指導方法を学ぶ。

シラバス（授業内容）

科目名 ヨガピラティス P2C

1年単位

２年単位

担当講師

岩木　浩子

グループ指導の経験を活かして、運動の必要性や楽しさを伝える。

目的及び概要
ピラティスの基礎的な原理原則とトレーニング原則を統合し、メディカルなコンディショニング要素を目
的し実践することで健康を改善することが可能になる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 前　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２ ピラティスとは① ピラティスの歴史と創設

３・４ ピラティスとは② エクササイズ準備・評価５クエスチョン

５・６ 効果 ピラティスでガチガチ身体が変わる？☑

７・８ 原則 集中力・コントロール・センタリング・呼吸など

９・１０ 要素 ストレングスとスタビライゼーションなど

１１・１２ 姿勢・背骨のアライメント 良い姿勢とは？姿勢をチェックしよう！

１３・１４ 解剖学① コア・スタビライゼーション

１５・１６ 解剖学② 肩甲骨・骨盤・体幹・股関節

１７・２８ 呼吸 身体の動きに合わせた呼吸の練習

２９・２０ ポーズ・指導① ポーズ・指導の練習

２１・２２ ポーズ・指導② ポーズ・指導の練習

２３・２４ 期末試験対策① 試験に向けてポーズと指導の練習

２５・２６ 期末試験対策② 試験に向けてポーズと指導の練習

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末試験 筆記・実技試験

２９・３０ 期末試験フィードバック 筆記試験返却

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物 運動に適した服装・筆記用具・ヨガ専用クリアファイル・水

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 30　時間 後期 30　時間 ２年合計単位 60　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

・定期試験や小テスト 〇

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 ピラティスのポーズを体得、解剖学などの会得、基本的な指導方法を学ぶ。

シラバス（授業内容）

科目名 ヨガピラティス P2C

1年単位

２年単位

担当講師

岩木　浩子

グループ指導の経験を活かして、運動の必要性や楽しさを伝える。

目的及び概要
ピラティスの基礎的な原理原則とトレーニング原則を統合し、メディカルなコンディショニング要素を目
的し実践することで健康を改善することが可能になる。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２ ハタヨガ ハタヨガの実践

３・４ プラーナヤーマ 呼吸の実践

５・６ 基本ポジション モディフィケーション・プログレッション

７・８ 特別な考慮点 高血圧など

９・１０ ヴィンヤサ・クラーマ アーサナなど

１１・１２ ポーズの順番 シークエンスなど

１３・１４ クラスデザイン クラス設計

１５・１６ 指導環境 視覚・言語・身体感覚/触覚・補助、アシストの方法

１７・２８ 瞑想 瞑想とは？

２９・２０ サンスクリット語 なぜサンスクリット語を使って指導するのか？

２１・２２ プログラミング オリジナルプログラム作成

２３・２４ 期末試験対策① キューイング

２５・２６ 期末試験対策② ポーズの練習

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末試験 実技/筆記

２９・３０ 期末試験フィードバック 筆記試験返却

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
運動に適した服装・筆記用具・１年生で使用したプリント・

プリント用のファイル、水・タオル

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 − 後期 30　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
普段あまり接することのない人の気持ちや立場を知り、自分に置き換えて考えられるようになること。また他人
との価値観の違いを理解し受け入れ、社会に順応していけるようになること。

シラバス（授業内容）

科目名 ビューティセラピー P2C

1年単位

２年単位

担当講師

鮎川　静菜

お客様を理解し、お客様それぞれに合った対応・接客方法があることを
理解させ技術を身に付けるよう指導する。

目的及び概要
ビューティセラピーでは「自分ではない人＝他人の事を理解する」「人の気持ちについて考える・
理解する」という授業を行います。また、接客の幅広さを学習していきます。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２

カウンセリング

カウンセリングとは

３・４ カウンセリングの基本

５・６ カウンセリングの実践

７・８

体の悩み

お客様の体の悩みについてのアドバイス９・１０

１１・１２

１３・１４ 揉みかえしについて

１５・１６ セラピストの体調について

１７・２８
セルフマッサージ セルフマッサージのアドバイスについて

２９・２０

２１・２２ 敬語 接客用語を学ぶ

２３・２４ 電話対応 電話対応について

２５・２６ サロン運営 サロン運営の不足分

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末テスト 授業内範囲

２９・３０ 返却 期末試験の解説と振り返り

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 − 後期 30　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標
色彩の基本を学習し、パーソナルカラーの理解に繋げる
パーソナルカラーの基本と応用（取り入れ方やコーディネート実践)ができるようになる
色彩活用パーソナルカラー検定3級取得を目指す

シラバス（授業内容）

科目名 資格選択授業パーソナルカラー検定 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

黒川 裕子

目的及び概要

美容業界で注目されている「パーソナルカラー(似合う色)」について総合的に学習します。
色彩の基本、パーソナルカラーの基礎から取り入れ方まで、カラーワーク演習、コラージュ作成などを通して
理解を深め、表現力を養っていきます。検定対策として、問題集や小テストを実施し、合格を目指します。
 ★　パーソナルカラー検定３級取得（2023年２月予定）を目指す講座です。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 色彩活用パーソナルカラー検定公式テキスト3級、公式問題集

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２
オリエンテーション

色彩の基本①
パーソナルカラーを学ぶ意義

パーソナルカラーとは何か。色の三属性と色相環。

３・４ 色彩の基本② トーン（しくみ、イメージ）

５・６ パーソナルカラーの色分類①

パーソナルカラーの色分類、各タイプの色の特徴について
７・８ パーソナルカラーの色分類②

９・１０  色名・色素とは 色名、色素について

１１・１２ 色素と似合う色の関係① 色素の見方①

１３・１４ 色素と似合う色の関係② 色素の見方②

１５・１６ 色素と似合う色の関係③ 色素の見方③とまとめ（自分の色素について）

１７・２８
似合う色と似合わない色

について
似合う色と似合わない色の見え方、色と光の関係

２９・２０ ドレーピング実習 ドレーピング実習

２１・２２ 似合う色の見え方の理由 色彩学に基づく理論（対比・同化、面積効果）

２３・２４ 似合う色の取入れ方 似合う色の取入れ方、ポイント

２５・２６ 検定対策 期末テスト、検定に向けて総まとめ

２７・２８ 期末テスト 期末テスト

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験

点数249～200点

点数199～150点

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

２９・３０ 期末テスト返却・振り返り 返却・振り返り・検定対策

初回持ち物
パーソナルカラー検定公式テキスト3級、パーソナルカラー検定公式問題集

新配色カード199用演習用台紙、新配色カード１９９b、はさみ、のり、筆記用具



クラス名

前期 − 後期 − 1年合計単位 −

前期 − 後期 30　時間 ２年合計単位 30　時間

実務経験 有

回数

第１回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第１5回

〇

・定期試験や小テスト

出席率

A評価 90％以上 優れている以上 80点以上 優れている以上 80点以上

B評価 85％以上 普通以上 60点以上 普通以上 60点以上

C評価 80%以上 やや劣る以上
59点以下

～平均点半分以下
やや劣る以上 40点以上

D評価

到達目標 美容業界で求められるカラーコーディネート技術を身に付ける衣食住（空間）へと活かせる力を養う

シラバス（授業内容）

科目名 資格選択授業ライフカラー検定 P2C

1年単位

２年単位

担当講師

石井　いつ子

日本カラーコーディネーター協会認定のカラーリストが、実務経験を活かし、色彩
の基本的な知識や色を見分ける力を養いながら、自身の色彩センスとイメージに
沿った提案力を養う授業を展開していきます。

目的及び概要

色彩の基礎から実践的な応用方法までを学習します。ブライダル業界で求められるカラーコーディネート技術
を、カラーワーク実習を通して身につけ、衣食住(空間)へと活かせる力を養います。
また、検定受験に向け、適宜問題集、小テスト(解説あり)を実施します。

授業運営方法 演習形式　　　・　　　講義形式

教科書 なし

＜授業計画＞ 後　期

コマ数 テーマ 授業内容詳細

1・２
オリエンテーション

色のしくみ①

ブライダル業界と色の重要性
色の三属性、色相環、トーン

３・４ 色のしくみ② トーンのしくみ・トーンのイメージ

５・６ 色のしくみ③ 色・トーンのイメージを使った実習

７・８ 配色ルール① 色相配色・カラーワーク実習

９・１０ 配色ルール②
トーン配色・カラーワーク実習

写真から見たカラー分析

１１・１２ 配色ルール③
アクセントカラー・セパレーションカラー

カラーワーク実習

１３・１４ ファッションカラー
ファッションにおける色使い

カラーコーディネート

１５・１６ 色名・光と色
色の名前（慣用色名・系統色名）

色はなぜ見えるのか

１７・２８ フードカラー 食品の色と効果、テーブルコーディネート

２９・２０ 色の心理的効果 色の心理と三属性との関係

２１・２２ インテリアカラー① インテリア調和の考え方、色の心理的効果効果活用例

２３・２４ インテリアカラー② 安心安全のための色使い、カラーワーク実習

２５・２６ 期末試験対策 問題集・過去問題

・授業参加意欲 実施しない（提出物）

２７・２８ 期末試験 期末試験実施

２９・３０ 検定試験対策 期末試験返却＆解説　過去問題

点数149点以下 期末試験未受験・定期試験平均点半分以下・課題補講未完了・平常点授業妨害39点以下の場合

成績評価　　基準（右記合計点） 定期試験 平常点

点数300～250点

点数249～200点

点数199～150点

初回持ち物
ライフケアカラー検定3級テキスト、問題集、カラーカード、のり、はさみ、

新配色カード199用演習用台紙、筆記用具

成績評価方法

・出席率

定期試験

筆記試験

実技試験


